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十
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出
雲
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代
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遺
物
の
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究

大
正
十
四
年
ー
ー
昭
和
二
年

京

都

一帝

岡

大

事



序

大
正
十
四
年
一
月
余
輩
は
我
が
考
古
事
数
室
の
島
田
貞
彦
.
梅
原
末
、
治
雨
君
の
外
、
寓
異
部
員
鈴
木
増
太
郎

君
さ
共
仁
、
出
雲
玉
造
、
忌
部
、
大
庭
等
の
諸
地
に
於
け
る
上
代
玉
作
の
遺
跡
さ
遺
物
に
就
き
て
調
査
す
る
所
ゐ

り
、
留
ま
る
こ
さ
凡
そ
一
週
日
此
の
間
余
輩
自
ら
大
庭
村
に
至
る
の
遣
な
か
り
し
も
.上

記

諸

氏

の

努

力

さ

鳳

精
さ
に
由
り
て
、
出
雲
に
於
げ
る
玉
作
の
考
古
事
的
調
査
に
関
し
て
、
略
ぽ
之
を
完
成
す
る
こ

d

ぜ
を
得
た
り
。

郎

も

本

冊

は

此

の

調

査

に

本

げ

る

研

究

を

輯

録

す

る

も

の

に

他

な

ら

十

。

但

だ

本

稿

を

完

了

す

る

じ

先

も

て
、
其
の
調
査
の
遺
漏
二
三
を
補
足
せ
ん
が
矯
め
、
本
皐
講
師
文
皐
士
小
牧
質
繁
君
さ

島

田

貞

彦

君

さ

を

煩

は

し
て
、
再
び
賓
地
に
就
き
之
が
観
察
を
依
頼
す
る
所
あ
り
き
。

梅

原

末

治

。君

は

本

報

告

起

草

に

先

も

欧

洲

に

出

遅

し

た

る

を

以

て

.

営

時

間

君

の

作

製

に

係

る

記

録

固

畜

は
、
凡
て
島
田
君
及
び
余
輩
の
手
に
由
り
て
整
理
せ
ら
る
、
こ
芝
、
な
り
、
同
君
自
ら

筆

を

執

る

を

得

ぎ

り

し

は
、
余
輩
の
深
〈
遺
憾
ざ
す
る
所
な
る
も
、
其
の
精
細
な
る
調
査
資
料
は
悉
く
牧
め
て
本
冊
に
在
り
。

叉

た

同

君

は

滞

英

中

二

三

の

通

信

に

由

b
て
、
本
冊
の
資
料
を
補
足
す
る
所
あ
り
き
。

余

輩

は

出

雲

玉

作

諸

遺

跡

の

調

査

に

際

し

て

、

地

方

有

志

諸

氏

の

深

大

な

る

厚

意

さ

援

助

を

恭

く

せ

る

を

銘

記

せ

ぎ

る

を

得

や
P

郎
も
玉
造
湯
神
社
々
掌
遠
藤
貴
愛
君
を
始
め
ざ
し
、
忌
部
神
枇
々
掌
和
田
勇

君
、
六
所

-
紳
枇
々
司
吉
岡
清
衛
君
、
大
庭
村
勝
部
愛
之
助
君
の
如
き
は
葉
の
最
な
る
も
の
な
り
。

又

た

本

報

告

書

の
起

草

に

営

b
て
委
考
引
用
せ
る
文
献
は
、
悉
く
各
章
節
下
に
掲
記
せ
る
も
、
余
輩
は
文
皐
士
辰
馬
悦
戒
君
の
『
我

国

先
史
及
原
史
時
代
玉
類
の
考
古
事
的
研
究
」
(
京
都
帝
岡
大
事
卒
業
論
文
、
未
刊
行
)及

び

野
津
左
馬
之
助
君
の
『
島

序

宝吉

'" 



序

言
ロ

根
牒
史
』
に
負
ふ
所
多
き
を
特
記
し
・
以
上
諸
氏
に
劃
し
て
戚
謝
の

意

を

表

せ

ん

さ

欲

す
F

本
冊
附
載
す
る
所
の
「
日
本
費
見
磨
製
石
嫉
及
短
剣
衆
成
」
は
、
本
数

室

に
在

り
て
、
主
ざ
し
て
梅
原
末
治
君

の

手
に
由
り
て
編
纂
せ
ら
れ
.
其
後
島

田

貞

彦

君

の

増

修

せ

る

も

の

仁

係

る。

始

め

第

九

冊

に

附

録

す

可

か

り

し
を
・
都
合
に
由
り
て
本
冊
に
牧
め
る
も
の
な
り
.

最

後

に
本

報

告

書

は

従

来

岩

波

書

底

じ

其

の
脅
貰
を
委
托
せ
し
も
.
本
冊
以
後
尾
高
豊
作
君

の

厚

意

仁

由

り
、主
(
の
印
刷

費

行

を

奉
げ
て
、
東
京

万

江

苔

院

仁

一

任

す

る

こ

さ

を

得

た

る

は
.
余
輩
の
深
く
欣
ぷ
所
な
り
。

余

輩

は

又

た

此

の
機
曾
仁
際
し
て
.
村
山
龍
平
氏
、本
山

彦

一

氏

等
が
、
従
来

本

報

告

書
の

費

行

に

劃

し

て

示

さ

れ

た

る

寛

大

な

る

援

助

に

向

っ
て
、
再
び
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
。

大

正

十

五

年

三

月

京
都
品
市
岡
大
慾
女
一号
部
考
古
率
教
室
に
於
い
て

演

田

耕

作

〔
附
言
〕
本
冊
印
刷
竿
に
し
て
、新

仁

日

本

及

朝

鮮

費

見

玉

製

勾

玉

類

比

重

測

定

表

を

附

載

す

る

事

さ

な

b

し
が
、
之
が
測
定
調
査
は
島
田

貞

彦

君

を

煩

は

す

所

多

く
、又
た

朝

鮮

総

督

府

博

物

館

蝿

託

小

泉

瀬

夫

、
東
京

帝

国

大

串

文

串

部

嘱

託

田

諜

金
吾

雨

君

の

援

助

を

得

た
る
所
多
き
の
み
な
ら
子
、
特

に
朝

鮮

所

在

の

も
の

は

小

泉

君

の
厚
意

仁

由

り

て

之

を

完

成

す

る
こ
さ

を

得

た

る
は
、
余

輩

の

深

謝

に

堪

え
ざ
る
所
な
り
。

ほ

此

等

資

料

の
調

査

に

際

し

て

各

種

の

便

宜

を

典

へ

ら

れ

た

る
石

上

神

宮

及

び

東

京

帝

室

博

物

館
、
奈
良 な

帝
室
博
物
館
、
東
京
帝
凶
大
畢
人
類
皐
数
室
、
諸
陵
寮
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
員
諸
氏
に
向
っ
て
謝
意
を
表
す
。
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